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得
点

17 1813 14 15 1610 11 127 8PK線の経過 1 2 3 4 6

中央-１ 13 〜 13

13 カット → 中央ｰ１ 右足S

右足S

14

5 9

大会名：

2021 年

（注1） オフサイド欄の数字は、間接フリーキック数のうち、オフサイドによるものを表している。

[警告理由] C1:反スポーツ的行為、C2:ラフプレイ、C3:異議、C4:繰り返しの違反、C5:遅延行為、C6:距離不足、C7:無許可入、C8:無許可去

[退場理由] S1:著しく不正なプレイ、S2:乱暴な行為、S3:つば吐き、S4:得点機会阻止(手）、S5:得点機会阻止（他）、S6:暴言、CS:警告2回

0 Ｐ  Ｋ 0

審判アセッサー

14

中央ｰ１ 12

22

カット 中央ｰ１ 14 右足S

左足S

右足S

GK 1

記録員 土居　竜輝

2

29

片岡　愛翔 2

佐藤　敬太 1

16

22

14 カット

相手FP こぼれ球14 右足S

左−１

0

0

0

70分 12 中央-１四国学院大学 吉松　凛

54分 14 左−２ 相手FP クリア

48分 14 中央ｰ１ 相手FP 〜聖カタリナ大学

聖カタリナ大学

山下　詩音

山下　詩音

38分 10 中央-１ 直FK 10

35分 22 13 三好　凱斗 中央-１ 相手FP →聖カタリナ大学

四国学院大学

吉田　海輝

吉田　源太郎

時間 得点経過 （～：ドリブル、→：グラウンドパス、↑：浮き球パス、S：シュート、H：ヘディング）

26分 13 左-３ 3 → 右足S

アシスト

聖カタリナ大学

チーム

三好　凱斗

得点者

5 間接ＦＫ 0

5 (オフサイド) 0

2

2

1 Ｃ  Ｋ 5

8 直接ＦＫ 10

1

4

4

6

7 シュート 7

9 Ｇ  Ｋ 7

3

7

63分 C2 22 吉田　海輝

68分 C3 14 山下　詩音
後半 前半

警  告 ・ 退  場 監  督 監  督 警  告 ・ 退  場

時間 理由 氏　名 渡辺　誉也 本吉　剛 時間 理由 氏  名

チーム合計

中村　海斗 4

前半 後半

15生沼　祐人 2

17 FW3 佐藤　大樹

熊野　敬二郎 1

14 24 FW2 松村　海秀 11

13 25 FW2 田中　虎太朗 MF 37

22 28 FW2 武市　涼汰 MF

31

30

29 MF2 中岡　澪志 DF

DF4 赤澤　佑太 DF

15 1 70分神高　健人 3

23 矢野　巧 4

6吉岡　遼 4

31 GK4 有福　光太朗 GK

76分 1 1 22 FW4 吉田　海輝 FW

53分刑部　慧 3

89分 3 1 13 MF2 三好　凱斗 MF 10 1 1吉田　源太郎 3

272分 2 2 14 MF2 山下　詩音 MF

616 FW4 鹿見　和哉 MF

29

2 90＋3分坂東　宥吾 4

4 MF4 神田　篤志 MF 3 祝　佳史 4

河村　太暉 1

18 MF4 岡崎　友哉 DF 14 川中　涼 4

1

吉松　凛 2

1 3 DF2 武井　邑馬 DF 34

5 DF2 羽方　琳貴

11 DF4 小谷　堅秦 吉山　大星 1MF 35

2 DF2 野本　空 小村　萌斗 2MF 7

番
号

位
置 Out時間

1 GK4 平井　龍兵 4

学
年 後半

尹　将英

後半 前半 前半Out時間 計

第4審判 今蔵　勇斗 副  審　2 小川　卓郎

青 青 白

4
青

四国学院大学
KICKOFF

白 白

聖カタリナ大学
1

2 1

前半

後半

90分

無観客

主  審 泉　一樹 副  審　1 竹田　敬幸

天  候 晴れ ピッチ状態

酒井　務

天然芝 全面良芝 表面 弱風風乾燥

番号

学
年

選  手  名 選  手  名

マッチコミッショナー 主       審

日  時 香川県東部運動公園（天然芝）

川村　みはる 泉　一樹

4 月 10 日 （ ）土 会場名

２０２１－公式記録

：14 00 試合時間

観  衆

計

DF 12 1 1

交  代 シュート シュート 交  代番
号

得
点番号

前半 46 00 後半 48 00

聖カタリナ 大学 四国学院 大学

四国学院は前回の王者ということもあって、かなり厳しい試合になると思ったが、ハードワークで戦えた、それが
結果に繋がってよかった。

開幕戦で勝ちたかったが、相手の攻撃の勢いに呑まれて負けてしまった。反省して２節目に繋げたい。

渡辺　誉也 本吉　剛

10 番 吉田　源太郎 フリーキックも含め、ライン間で収められるとことかは自分たちの脅威だったから。 22 番 吉田　海輝 前線で起点になって相手のチャンスに繋がっていてから。

Personal of the Match（対戦相手から1名選出）


